
 
 
 
 

 

株式交換に係る事前開示書面の変更事項 

（会社法第 794条第 1項及び会社法施行規則第 193条 6号に基づく変更後の事項の開示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024年 12月 2日 

株式会社青山財産ネットワークス 

  



2024年 12月 2日  

 

株式交換に係る事前開示書面  

 

東京都港区赤坂 8丁目 4番 14号  

株式会社青山財産ネットワークス  

代表取締役社長 蓮見 正純 

  

株式会社青山財産ネットワークス（以下「当社」といいます。）は、株式会社チェスター

（以下「チェスター」といいます。）との間で 2024 年 11 月 14 日付け株式交換契約を締結

し、当該契約に基づき、2024 年 12 月 25 日を効力発生日として、当社を株式交換完全親会

社、チェスターを株式交換完全子会社とする株式交換を実施することに関して、2024 年 11

月 22日付けで、会社法 794 条第 1項及び会社法規則 193条に定める事前開示事項を記載し

た書面を備置しておりますが、今般、当該事前開示事項の一部に変更が生じましたので、会

社法 794 条第 1 項及び会社法施行規則第 193 条第 6 号に基づき、下記のとおり変更後の事

項を記載した書面を備置いたします。 

 

記 

 

「4. 株式交換完全子会社についての次に掲げる事項（会社法第794条第1項、会社法施行

規則第193条第3号）」の変更（変更箇所は下線で表示しております。） 

【変更前】 

(1) 最終事業年度に係る計算書類等の内容  

別紙3のとおりです。  

 

【変更後】 

(1) 最終事業年度に係る計算書類等の内容  

別紙3-1のとおりです。  

 

以上 

  



別紙 3-1 株式交換完全子会社の最終事業年度に係る計算書類等の内容 

 







 

 

  



事業報告 

（2023年 10 月１日から 2024年９月 30日まで） 

 

会社の現況に関する事項 

（１）事業の経過及び成果                          

   当社は、士業事務所から紹介された案件を基盤とし、不動産の仲介及び買取再販業務

を展開しております。本年度も引き続き、士業事務所との連携を強化することで、高品

質な案件を継続的に獲得する体制を維持しました。 

① 士業事務所との連携強化 

士業事務所との連携を深めるため、定期的な情報共有会議の開催や案件相談窓口の

拡充を実施しました。その結果、新規の案件紹介件数が増加しております。特に、相続

や事業承継に関連する複雑な不動産案件において高い評価を得ております。 

② 新たな紹介ルートの開拓 

士業事務所へのテレアポ活動を行い、潜在的な連携先へのアプローチを強化してお

ります。この取り組みにより、これまで接点のなかった士業事務所との新規取引が開始

され、案件紹介を獲得する成果を上げています。また、テレアポ活動を通じて、士業事

務所からの当社サービスに対する期待やニーズを直接把握する機会も増え、サービス

改善にもつながっています。 

この結果、当事業年度の売上高は、1,674 百万円（前期比 21.0％増）、営業利益は 299

百万円（前期比 0.5％減）、経常利益は 315 百万円（前期比 2.2％減）、当期純利益は 206

百万円（前期比 10.5％減）となりました。 

 

（２）直前３事業年度の財産及び損益の状況 

区分 
第８期 

 (2022年 9 月期) 

第９期 

(2023 年 9月期) 

第 10 期 

(2024 年 9月期) 

売 上 高 （百万円） 1,071 1,383 1,674 

経 常 利 益 （百万円） 101 323 315 

当 期 純 利 益 （百万円） 62 231 206 

１株当たり 

当 期 純 利 益 

（円） 

206,716 770,178 689,502 

総 資 産 （百万円） 468 1,053 1,221 

純 資 産 （百万円） 120 311 403 

１株当たり 

純 資 産 

（円） 

401,766 1,038,610 1,344,780 

 



（３）対処すべき課題 

   下記事項を対処すべき課題として取り組み、引き続き安定的かつ着実な成長と更な

る業績拡大を目指してまいります。 

    

①  士業事務所と連携し、協力関係を維持することでのトスアップ率の向上 

②  成約率向上のための営業担当者のスキルアップ向上 

③  多数の案件を効率よく制約させるための業務効率向上 

 

（４）主要な事業所（2024年９月 30日現在）    

 

名        称 所   在   地 

本  社 東京都中央区八重洲 1-7-20 八重洲口会館 2 階 

新宿支店 
東京都新宿区西新宿 2-7-1 新宿第一生命ビルディング（旧小田

急第一生命ビル）22 階 

大宮支店 埼玉県さいたま市大宮区桜木町 1-9-6 大宮センタービル 2 階 

千葉支店 千葉県船橋市本町 2-1-1 船橋スクエア 21 6 階 

横浜支店 神奈川県横浜市神奈川区鶴屋町 2-23-2 TS プラザビル 5 階 

名古屋支店 愛知県名古屋市中区栄 3-2-3 名古屋日興證券ビル 6 階 

大阪支店 大阪府大阪市北区中之島 2-2-2 大阪中之島ビル 13 階 

 

（５）使用人の状況（2024 年９月 30日現在、役員を除く） 

  使用人数は 29 名であります。 

 

（６）主要な借入先の状況（2024年９月 30日現在）      

借  入  先 借  入  額 

 株式会社千葉銀行 213,653 千円 

 株式会社みずほ銀行 206,730 千円 

 

  



 

２．会社の株式に関する事項 

（１）発行可能株式数                    ８００株 

（２）発行済株式の総数        普通株式       ３００株 

（３）株主数                          ５名 

（４）株主の状況                         

 

氏名 株式数 出資比率 

福留 正明 78 株 26％ 

荒巻 善宏  78 株 26％ 

株式会社チェスター財産コンサルタンツ 60 株 20％ 

株式会社チェスターマネジメント  60 株 20％ 

阿部 雅行  24 株 8％ 

 

３．会社役員に関する事項 

 （１）取締役及び監査役の氏名等 

会社における地位 氏名 担当または主な兼任の状況 

代 表 取 締 役 阿部雅行 (株)アーバンクレスト代表取締役 

取 締 役 荒巻 善宏 

税理士法人チェスター代表社員 

(株)チェスターライフパートナー代表取締役 

(株)チェスターコンサルティング代表取締役 

取 締 役 福留 正明 

税理士法人チェスター代表社員 

(株)チェスターライフパートナー代表取締役 

(株)チェスターコンサルティング取締役 

監 査 役 魚住 侑  

 

 



 

 

監  査  報  告  書 

 

 私、監査役は、2023年 10月１日から 2024年９月 30日までの第 10期事業年度の取締役の

職務の執行を監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。 

  

１．監査の方法及びその内容 

私、監査役は、取締役及び使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境整備 

  に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職   

  務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、 

本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。 

   さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係わる計算書類 

（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書 

について検討いたしました。 

 

２．監査の結果 

 （１）事業報告等の監査結果 

   ○1   事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示して 

    いるものと認めます。 

 ○2  取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事 

実は認められません。 

 （２）計算書類及びその附属明細書の監査結果 

    計算書類及びその附属明細書は、会社の財産及び損益の状況をすべての重要な点にお 

   いて適正に表示しているものと認めます。 

 

   2024年 11月 20日 

 

株式会社チェスター 

監査役  魚住 侑 


